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青山 智宏

４月下旬以降，天候不順により，梅雨の時期を思わせる天候が続き，５月下旬に，とうとう奄美地方

も梅雨入り・・・天候の変化と共に少し気分が落ち込むこともありました。

そんなある休日，自宅で雨の様子を気にしながら，軒先から落ちる雨粒を見ていると，いつも同じ

一点に落ちていき，そこの土の部分がえぐれています。それを見ていると，私の高校時代の恩師（英

語担当）がいくつかの故事成語を紹介されていた中の一つに「点滴，（雨垂れ）石を穿つ」という言

葉があったことを思い出しました。

小さな努力も根気強く続けていけば，いつかは必ず成功するというたとえで，わずかな雨垂れでも

長い年月，同じ所に落ち続ければ，石にも穴をあけてしまうという意味からできているものだと教え

て頂いたことを思い出します。

皆さんも，何かしら自分の座右の銘をお持ちだと思います。すべてが今の子供たちに適切なものか

と言われると時代の変化とともにそぐわないものもあるかもしれませんが，梅雨の長雨の時期，親子

で静かに読書したり，読んだ本の話や生き方に関すること等を話してみたりしてみるのはいかがでし

ょう。

日頃忙しく，あまり話をできないご家庭などでも，この「点滴石を穿つ」を心に念じて，粘り強く子

供さんと向き合ってみてください。きっと道は開けるはずです。

①合唱コンクール及び学年学級ＰＴＡを，７月１３日（土）に予定しています。後日，案内をいたします。

②教育活動に関するアンケート(１学期)Ｗｅｂ回答等について，後日，配布します。ご協力をよろしくお願いいたします。

10日(水) 2年生平和学習
（フィールドワーク）

13日(土) 合唱コンクール
第2回学級・学年ＰＴＡ

18日(木) 3年生板付船体験
19日(金) １学期終業式
20日(日)～26日(金) 県総体

大島地区総合体育大会が開催されました。ど
の部活動もこれまでの練習の成果をすべて出し
切って，悔いの残らない試合ができたでしょう
か。次に繋がる試合，記録に残らずとも記憶に
残る試合が出来たでしょうか。最後まであきら
めない「自分との戦い」が出来たでしょうか。
3年生にとっては最後の地区総体。苦しいとき，

自分に負けそうなときに，これまでの2年半の苦
しかった練習のことやチームメイトとの楽しく
過ごした日々を思い出しながら，ストグレ魂で
乗り切り，持てる力のすべてを試合にぶつけて
きたと思います。
相撲には「負けて覚える相撲かな」という言

葉があります。勝ったときより負けたときの方
が，多くのことを知って相撲が強くなれるとい
う意味だそうです。このことは，相撲に限らず
他のスポーツにも言えることでしょう。負ける
のは格好悪いではありません。みんなそうして
強くなるのです。立ち直れないぐらい打ちのめ
されても，それにめげないで取り組む姿は，け
っして格好悪いのではありません。
次につながる第1歩にしてください。

男子バスケットボール部 優勝
女子バスケットボール部 優勝
女子バレーボール部 優勝
柔道部 女子 団体優勝
陸上 女子 共通女子1500ｍ 第２位

２年女子 800ｍ 優勝
瀬戸内相撲クラブＡ 団体優勝
＊県大会出場おめでとうございます＊

6月16日（日曜日）～6月22日（土
曜日）は「ハンセン病問題を正しく理解
する週間」です。この期間はテスト期間
でしたので，６月26日(水)と27日(木)
の朝，ボランティアの方と職員とで，ハ
ンセン病に関する読み生かせを行いま
す。
過去は戻らないけれども，これからの

時代に二度と同じ過ちが繰り返されない
ために，そして根強い偏見・差別を解消
し，回復者の方々や地域との絆を再びつ
なぐためには，ハンセン病であった方々
が受けた差別や人権侵害の歴史につい
て，正しく理解し，みんなで学び考え，
ともに生きていく地域づくりのため行動
することが求められているのです。「か
わいそうなもの」で終わるのではなく，
問題の内容を共感的に受け止め，自分の
こととして考えていくことが必要です。
同じようなことはハンディキャップを

持った人にも共通す
ることです。ハンセ
ン病についての知識
が，病気について，
命について，思いや
りについて考えるき
っかけとなればと思
います。

６月19日（水）～23日（金）期末テストを実施しました。最後まで諦めず取り組んだことでしょう。これまでの学習

の理解度の確認です。今回のテストで自分の課題が明らかになります。つまづいている点，わかっていない点，ケアレスミ

スをした箇所の確認と共に，テストに向かう姿勢，時間帯，学習量等学習への取り組み方も見直すことができます。点数だ

けではなく，どれだけの準備をしたか，（どれだけ授業に集中していたか，どれだけ家庭学習に取り組んできたか）テスト

の回答用紙とノートや教科書の蛍光ペン・付箋など取り組んできた証を見直すことが大事です。これからの取り組み方，家

庭でも一緒に！「継続は力なり」！


